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選
択
的
夫
婦
別
姓
な
ど
民
法
改
正
に
関
す
る
質
問
主
意
書

世
界
で
は
選
択
的
夫
婦
別
姓
を
認
め
る
国
が
大
多
数
に
な
り
、
日
本
の
民
法
改
正
の
遅
れ
は
国
連
か
ら
も
厳
し
い
指
摘
を
受

け
て
い
る
。
昨
年
夏
の
国
連
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
の
日
本
報
告
審
査
で
は
、
日
本
政
府
が
一
九
九
五
年
の
報
告
審
査
の
際
に

問
題
解
決
を
約
束
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
解
決
が
図
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
対
す
る
批
判
、
民
法
改
正
は
世
論
の
如
何
に
か

か
わ
ら
ず
条
約
上
の
義
務
で
あ
る
、
と
い
う
厳
し
い
意
見
が
出
さ
れ
た
。

ま
た
、
国
連
自
由
権
規
約
委
員
会
、
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
、
子
ど
も
の
権
利
委
員
会
か
ら
再
三
に
わ
た
っ
て
日
本
の
法
律

に
規
定
さ
れ
て
い
る
婚
外
子
へ
の
差
別
的
条
項
の
削
除
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
間
題
の
解
決
が
急
が
れ
て
い
る
。
民
法
に

規
定
さ
れ
て
い
る
相
続
差
別
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
国
連
諸
機
関
か
ら
厳
し
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
民
法
改
正
問
題
に
つ
い
て
、
以
下
質
問
す
る
。

一

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

（
一
）

政
府
は
、
国
連
女
性
差
別
撒
廃
委
員
会
の
第
四
・
五
回
報
告
審
査
に
関
す
る
質
問
事
項
に
対
す
る
回
答
で
、
夫
婦

の
姓
に
つ
い
て
「
制
度
の
導
入
に
む
け
た
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
が
、
な
お
反
対
意
見
も
強
い
状
況

に
あ
る
」
と
し
て
い
る
が
、
制
度
導
入
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
努
力
を
し
て
き
た
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

一



ま
た
、
国
民
の
意
識
は
、
「
賛
成
」
が
「
反
対
」
を
上
回
っ
て
い
る
の
に
、
な
お
「
反
対
意
見
が
強
い
」
と
し
て

い
る
の
は
、
な
ぜ
か
。

（
二
）

国
連
女
性
差
別
撒
廃
委
員
会
の
勧
告
は
、
「
民
法
の
中
に
い
ま
だ
に
残
る
差
別
的
な
条
項
を
削
除
し
、
立
法
や
行

政
実
務
を
条
約
に
適
合
さ
せ
る
」
こ
と
を
厳
し
く
求
め
て
い
る
。
政
府
は
、
国
連
女
性
差
別
撒
廃
委
員
会
の
再
度
の

「
勧
告
」
を
受
け
て
、
選
択
的
夫
婦
別
姓
は
じ
め
民
法
改
正
に
つ
い
て
立
法
や
行
政
実
務
を
女
性
差
別
撤
廃
条
約
に

適
合
さ
せ
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
検
討
し
、
い
つ
ま
で
に
進
め
る
の
か
、
具
体
的
に
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
三
）

夫
婦
の
姓
に
関
す
る
世
界
各
国
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
政
府
資
料
で
も
十
分
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。
二
〇
〇
一

年
、
男
女
共
同
参
画
会
議
基
本
問
題
専
門
調
査
会
に
法
務
省
が
資
料
提
供
し
た
際
も
、
自
ら
資
料
不
足
を
認
め
て
い

る
。
そ
の
後
つ
か
ん
だ
内
容
、
変
化
な
ど
最
新
情
報
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

婚
外
子
へ
の
差
別
廃
止
に
つ
い
て

（
一
）

婚
外
子
差
別
是
正
に
つ
い
て
の
再
三
に
わ
た
る
国
連
か
ら
の
「
勧
告
」
を
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
の
か
。
あ
れ

ば
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
検
討
を
行
っ
た
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二



（
二
）

日
本
以
外
に
、
法
律
上
婚
外
子
の
差
別
条
項
の
あ
る
国
は
ど
こ
か
、
ど
の
よ
う
な
条
項
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

（
三
）

婚
外
子
差
別
に
つ
い
て
、
政
府
は
、
今
年
一
月
の
子
ど
も
の
権
利
委
員
会
で
、
「
歴
史
的
、
文
化
的
、
社
会
的
背

景
が
あ
り
、
相
続
差
別
に
つ
い
て
は
国
民
の
間
で
も
意
見
が
分
か
れ
て
お
り
、
法
律
婚
の
家
族
と
子
ど
も
の
保
護
か

ら
考
え
る
と
不
合
理
な
差
別
と
は
言
え
な
い
」
な
ど
と
、
表
明
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
最
終
所
見
は
、
婚
外
子

に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
差
別
、
と
く
に
相
続
や
国
籍
に
関
す
る
差
別
、
出
生
登
録
に
関
す
る
差
別
の
廃
止
を
強
く
求
め

た
。ま

た
昨
年
八
月
の
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
審
査
で
も
、
国
際
的
基
準
や
勧
告
を
使
っ
て
世
論
を
変
え
る
努
力
を
し

て
い
る
の
か
、
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、
政
府
の
問
題
解
決
に
向
け
た
姿
勢
が
問
わ
れ
た
。

政
府
は
、
こ
の
最
終
所
見
、
審
査
意
見
に
対
し
、
ど
の
よ
う
に
答
え
る
の
か
。

（
四
）

政
府
・
法
務
省
は
、
婚
外
子
の
戸
籍
続
柄
欄
の
記
載
を
改
め
る
た
め
の
戸
籍
法
施
行
規
則
の
見
直
し
を
開
始
し
た

と
い
う
が
、
い
つ
ま
で
に
行
う
計
画
か
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
間
す
る
。

三


